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日 本 鱗 事 学会 第 34 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1987 年 ・ 東 京 ) 


演 日 :1986 年 11 月 7-8 日 
場 : 東京 医科 歯科 大 学 


1. Neozephyrus SIBATANI & ITO お よび Favonzus SIBATANI 届 ITO の 命名 法 上 の 処置 
虎谷 篤 弘 (関西) 

1982 年 ご どろ から, ツ 連 邦 の 職業 昆虫 学者 に よる ツ 連 邦 産 (し た が っ て 旧 北 区 の ) チョ ゥ の 分 類 ・ 命 名 法 
に 関す る 注目 すべ き 論 文 の 発表 が あい つい で いる . その うち の ひと り Kiev の Yuri P. NEKRUTENKO は 中 
央 アジ ア の ベニ シン ジミ を 扱い , 属 Phoenicurusia VERITY, 1943 の 模式 種 Polpommatus 0e22CZS2S 
LEDERER, 1872 が 同定 の 誤り で , この 属 の 記載 は 別 属 を 代表 すべ き Polyommatus phoenicurus mar- 
gelanica STAUDINGER, 1881 で ある こと を 明らか に し て , 動物 命名 規約 70 (4) に も と づき 国際 委員 会 に 提訴 
し た (NEKRUTENKO, PFFENDI, 1983). 

まっ た く 同 様 の 事情 が 属 ん eoze の yzs SIBATANI 必 ITO, 1942 に つい て も あて は まる こと が , 
DUBATOLOV 層 SERGEEV (1987)7 に よっ て 明らか に され た . Mixail G. SERGEEV を 中 心 と する 
Novosibirsk の 鱗 贅 学者 た ち は , ツ 連邦 領 極東 と くに 沿海 州 の チョ ウゥ ウ に つい て 1982 年 以来 多く の 新しい 
知見 ・ 命 名 を お こ な っ て きた . その な か に は ショ シジミ の 新種 Pavenna bacifica DUBATOLOV & KOR. 
SHUNOV, 1984 の 沿海 州 か ら の 記載 が ふく まれ て いる . 問題 の Neozephyrus の 模式 種 Thecla taxila 
BREMER, 1861 の lectotype (レニ ング ラー ド 自 然 喝 博物 館 ) が 実は ショ ウザ ン ミ ドリ シジミ の で ある こ 
と が 示さ れ た た め , 規約 70 (4) に ある 三 つ の 可能 性 の (1) に し た が い , 実質 的 な 模式 種 を , 従来 zz の 名 で 
呼ば れ た ミド リ シ ジ ミ の な か の も っ と も 古い 種 群 名 ss japonica MURRAY, 1875 に 移す こと で 命名 上 
の 安定 化 を は か る こと を 提案 し た . し か し その と き 委 員 会 へ の 提訴 を する と は 書か れ て いな い の で , この 
問題 か SERGEEV と 柴 谷 の 間 で まず 結 着 さ れる 必要 が ある が , 最終 結果 に は いた っ て いな い . 上 記 
Phoenicurusia の ば あい , 実質 的 な 対象 margelanica は 属 の 記載 に あたっ て この 属 に 含ま れ な か っ た の で 
規約 67 (g) に 抵触 する が , japanzicus は SIBATANI, ITO (1942) に よっ て ANeozephyrus に 属さ せしめ ら れ て いて 
問題 は な い . 



































2. 日 本 の キタ テハ は 史 前 帰化 昆虫 か ? 原 聖樹 < 関東) 

カナ ム グ ラ の 史 前 帰化 植物 説 < 前川, 1944) を 論拠 と し た キタ テハ の 史 前 帰化 昆虫 説 (福田 ほか , 1972, 
1983) が 提出 され て いる の で , この 問題 を 検討 し た . 

関東 以西 各地 の 遺跡 か ら カ ナム グラ の 埋 土 種子 が 発掘 され て お り , 最 古 の 種子 は 福井 県 島 浜 具 塚 の 縄文 
前 期 悦 か ら 出 土 し て いる ( 同 地 の カ ナム グラ が 鳥 浜 人 の 移住 に よっ て も た ら さ れ た も の か , ある い は また 
周囲 の 環境 か ら 侵入 し た も の に すぎ な い の か 断定 で き な い ). 一 方 , カラ ハナ ソウ 属 ( カ ラ ハ ヘナ ソウ また は 
カナ ム グ ラ ) の 花粉 粒 化 石 は 最 古 の も の が 九州 福岡 市 (海岸 平野 ) に お いて , 晩 氷 期 の 花粉 分 帯 (し L) か 
ら 検 出さ れ て いる . 

カナ ム グ ラ は 原始 の 自然 環境 の 中 に ゃ 自生 の 場 が 求め られ (今日 その 実例 が 見 られ る よう に た に, 大 河川 下 
流 部 の 河川 敷 ・ 自 然 堤 防 上 ・ 森 林 と 接する 河岸 の 崖 地 な ど ), 史 前 帰化 植物 説 に 確証 が か ない 以 上 , と の 草 が 
在 来 の 人 里 植物 で ある 可能 性 を 否定 で き な い . 

現在 の 生息 環境 , 移動 ・ 分 散 性 , 地理 的 変異 な どか ら み て , キタ テハ の 日 本 本 土 へ の 侵入 年 代 は 新しく , 
か つ 人 間 の 作出 し た オー プン ラン ド に 急速 に 分 散 し た で あろ うこ と は 疑い な い . し か し , だ か ら と いっ て 
この 蝶 を 史 前 帰化 尼 虫 と 考え る の は 早計 で ある . ウ ルム 氷 期 最盛 期 の 日 本 に も 生息 の 場 が 想定 で きる の で , 
「 キ タテ へ は 日 本 の 在 来 種 で ある 」 と いう 見 解 も 成り 立つ . 現在 この 蝶 は 日 本 で 冷温 帯 , 大 陸 に お いて 亜 
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寒 帯 (北限 は バイ カル 湖 ?) まで 北方 へ 進出 し て お り , 日 本 で は カナ ム グ ラ 分 布 圏内 の 隅 々 に まで 分 散 を 
完了 し て いる . 氷 期 の 時 代 に あっ て は , 西日本 (人 間 活 動 の 影響 を 差し 引い て ) の 暖 温 帯 , それ も 照葉樹 
林 域 が この 蝶 の 分 布 可能 地 で あっ た と 推定 され る . また , カラ ハナ ソウ は 自生 種 で あり , 帰化 植物 で は な 
い , 

ヵ カナ ム グ ラ 埋 土 種 子 の 知見 か ら 判 断 す る と , キタ テハ は 縄文 時 代 後期 あたり に は 西日本 各地 の 人 里 に ポ 
ピュ ラー な 存在 と な りつ つ あ っ た の で は な いか ? 北海 道 へ の 侵入 は 歴史 時 代 に 入っ て か ら で あ る ろう. 


3. チ ョ ウ の ざ の 共同 回 転 飛翔 : の の 同類 認知 柴 谷 篤 弘 (関西 ) 

私 は 生物 学 理論 構築 の た め に , 同じ 種 の 成員 に よる 同種 個体 の 同類 認知 の 概念 を 発展 させ て きた . と さく 
に 雌雄 間 で は な く , 同じ 性 の 個体 の あい だ の 同類 認知 に 注目 し て いる . 

日 本 の チョ ウッ 観 察 ・ 採 集 者 の 間 で 伝統 的 に 認め られ て いる ミド リシン ジミ 類 の ず の いわ ゆる 帳 飛 翔 に つい 
て , 自身 の 経験 と いく つか の 文献 に よる 知見 を 整理 し , さら に 海野 和男 に よっ て 発表 きれ た 写真 記録 や 個 
人 的 通信 を 参考 に する と と が で きた . まず この 種 の 飛 翔 を co-rotational flight と 英語 で 表現 し , 上 記 の 標 
題 で は それ を 日 本 語 に 直訳 し た が , これ は すなわち も 貞 飛 翔 に 相当 する . 

この 飛 敬 の 主 な 特徴 は , 同種 の ず 2 頭 が , か な り 長 時 間 , 開始 時 の 位置 か ら あ まり 遠ざかる こと な く , 
相互 に 遠ざかる こと な く 静 止 す る こと な く , 相互 に 接触 する こと な く , 相互 作用 する こと に ある . 他 の 近 
縁 種 の の や 同種 の 第 3 の 個体 が まじ る こと は 稀 で , 「 雑 音 」 と みる こと が で きる . 写真 で 見 る か ぎり , 2 種 
の み は む き あ っ て いる . この 行動 の 頻度 は 種 の 特徴 で ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ , メス アカ ミド リン ジミ 
も っ と る も 多く, Favonius の 3 種 ( ヒ ロ オ ビ ミ ド リン シ ジミ, ハヤ シミ ドリ シジミ , ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ ) 
と フジ ミド リ シ ジ ミ で は 見 られ な いよ う で ある . 従来 こ の 行動 は 領域 占有 行動 の 一 型 と 考え られ て きた が , 
異種 間 の る で は 原則 と し て 見 られ る こと を 考え れ ば は ば, それ だ け で は 片づけ られ な い 要 素 が 含ま れ て いる . 
私 の オー スト ラリ ア や ニュ ー ギ ニア に お ける , また 海野 に よる 日 本 に お ける , ミド リ シ ジ ミ 以 外 の シジミ 
チョ ウ , シロ チョ ウ , ジ ヤ ノ メチ ョ ウ , メダ マチ ョ ウ , タテ ハチ ョ ウ な どの 同様 な 共同 回 転 飛 導 の 分 析 は , 
領域 占有 性 を 示さ な い 種 類 に も この 種 の 飛翔 が 見 られ る こと を 示す . これ は 争い と みる より も , 展示 の 儀 
式 と みる 方 が いい の で は な いか . また 通常 この 行動 を 示さ な い 種 に も , この 行動 が 現れ る 可能 人 性 を 考え る 
べき で ある と お も う . 

















4. クロ アゲ ハ の 産卵 に 関与 する 植物 成分 本 田 計 一 (関東 ) 
蝶 の 産卵 行動 に お いて , 母 蝶 は 食 樹 の 色 , 形 (視覚 ), 匂 ( 員 覚 ) 等 を 手 掛 り と し て これ を 発見 する が , 
食 樹 で ある こと の 最終 的 な 認識 と 選好 は , 植物 に 含ま れる 化学 物質 , すなわち 接触 化学 刺激 (味覚 ) に よっ 
て 行わ れる こと が 知ら れ て いる . この よう 人 母 蝶 に ょ る 寄主 選択 に は 寄主 植物 中 の 化学 成分 が 深く 関わ っ 
て いる の で ある が , これ まで 明らか に され て いる 物質 は , ezzs 属 に お ける sinigrin の み で あっ た . 
最近 に な っ て 蝶 の 産卵 刺激 物質 の 探索 が , 主 に Papilio 属 に つい て 盛ん に 行わ れ , 国内 の 研究 者 に よっ て 
ナミ アゲ へ (西田 ら ), クロ アゲ ハム (本 田 ) の 産卵 刺激 物質 が 多数 単 離 同定 され た . 演者 は ナツ ミカ ン の 外 
果皮 お よび 生葉 を 材料 に 用 いて 活性 物質 の 同定 を 進め て きた が , 今回 は これ まで の 結果 を まとめ て 報告 し , 
更に ウン シュ ウミ カン , カラ ス ザ ン シ ョ ウ , キハ ダ , コク サギ に 対す る ナミ アゲ ハ と クロ アゲ へ ハ の 産卵 反 
応 様式 お よび その 相違 を 成分 化学 的 な 観点 か ら 考 宗 し た . 

ミカ ン を メタ ノー ル で 抽出 し , 抽出 液 を クロ ロホ ルム 可 深 分 , イ ノブ プ タ ノ ー ル 可 溶 分 , 水 可 溶 分 に 分 画 
し た . プラ スチ ッ ク の 人 人 造 葉 を 用 いた 生物 実験 に より , 主たる 活性 画 分 は 水 可 溶 分 で ある 事 が 判明 し , こ 
の 画 分 か ら 活性 物質 と し て 6 種 の 化合 物 , naringin, hesperidin( い ずれ も フラ ベ バ ノ ン 配 糖 体 ), L-proline, 
L-stachydrine, ( - )-synephrine, ( - )-quinic acid を 同定 し た . し か し , どの 物質 も 単独 で は 殆ど 活性 を 示 
せ ず , 産卵 刺激 活性 は 多 成分 の 共同 作用 に より 発現 され て いる も の と 考え られ た . 他方 , カラ ス ザ ン シ ョ 
ウゥ か ら も うう 一 つの 活性 物質 と し て chlorogenic acid を 同定 し た が , 多量 に 共存 する 糖類 に 活性 は 認め られ 
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